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　舟橋村議会12月定例会が下記の日程で開
催されます。
12月 9 日㈫　本会議（提案理由説明）

午前９：００～
12月10日㈬・11日㈭　議案調査日
12月12日㈮　本会議（一般質問、質疑・討論、

採決）� 午前９：００～

12月議会のお知らせ
　輝かしい平成27年の新春を祝い、限りない村の
発展を祈念する「新年祝賀式典」を下記のとおり挙行
いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

日時　平成27年１月１日㈷ 午前9時30分
場所　舟橋会館大ホール

新年祝賀式典のお知らせ

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
3
日
に
発
表
さ
れ
た
秋

の
叙
勲
で
、
明
和
玄
三
さ
ん
が

永
年
に
わ
た
る
農
業
振
興
の
功

績
が
認
め
ら
れ
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
作
や
和
牛
の
飼
育
を
し
な

が
ら
、
農
協
や
農
業
共
済
組
織

の
役
員
を
長
く
務
め
、
合
併
や

組
織
改
革
な
ど
農
業
振
興
・
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
明
和

さ
ん
は
、「
一
農
家
の
立
場
と

し
て
、
発
言
・
行
動
を
し
て
き

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

金森村長が「今後とも舟橋村の
発展のため、より一層のご指導・
ご鞭撻を賜りたい」とあいさつ。

受賞された皆さんに、金森
村長から表彰状と記念品が
手渡されました。

秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章

明
和
玄
三
さ
ん

（
海
老
江
）

おめでとうございます

第3回 舟橋村表彰式
　
11
月
3
日
（
月
・
祝
）、
村
政

の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ

れ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
第
3
回

舟
橋
村
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
の
舟
橋
会
館
大

ホ
ー
ル
に
は
、
村
民
の
皆
さ
ん

が
多
数
出
席
の
も
と
、
地
域
緑

化
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、
消
防
行
政
な
ど
の
分
野
で

永
年
に
わ
た
り
精
励
さ
れ
た
受

賞
者
の
功
績
や
活
躍
を
称
え
ま

し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
の

主
な
功
績
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

杉
田
ツ
ル
子
さ
ん（
海
老
江
）

　

永
年
に
わ
た
り
花
と
緑
の

銀
行
舟
橋
支
店
グ
リ
ー
ン
キ

ー
パ
ー
と
し
て
尽
力
さ
れ
、

地
域
の
緑
化
活
動
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
田
文
夫
さ
ん（
竹
鼻
）

　

永
年
に
わ
た
り
舟
橋
村
消

防
団
団
長
と
し
て
、
地
域
安

全
の
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
、
村
の
消
防
行
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

澤
田
重
敏
さ
ん（
竹
内
）

　

永
年
に
わ
た
り
舟
橋
村
の

交
通
指
導
員
と
し
て
、
安
心

安
全
な
村
づ
く
り
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

嶋
田　

勇
さ
ん（
国
重
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
舟
橋
村

消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
地

域
安
全
の
向
上
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
、
村
の
消
防
行
政
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
特
別
表
彰
】

【
善
行
表
彰
】
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第34回
舟橋村文化祭 “

学
び
と
ふ
れ
あ
い
”

文
化
の
香
り
豊
か
な
く
ら
し
を
築
こ
う
！

　
11
月
3
日
（
月
・
祝
）、
今
年
で
34

回
目
を
迎
え
た
「
舟
橋
村
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
・

各
種
団
体
の
作
品
展
示
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
恒

例
の
文
化
講
演
会
で
は
下
地
敏
雄
さ

ん
に
よ
る
「
夢
と
人
」
の
講
話
も
あ

り
、
会
場
の
舟
橋
会
館
は
多
く
の
親

子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

文化講演会「夢と人」下地敏雄氏
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平
成
27
年
度
の
保
育
所
入
所
申

請
書
（
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型

保
育
給
付
費
支
給
認
定
申
請
書
）

の
配
布
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
途
中
入
所
を
希

望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
も
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け

る
場
合
は
、
保
護
者
等
が
次
の
い

ず
れ
か
の
事
情
に
あ
る
場
合
で
す
。

①
就
労
（
月
の
就
労
時
間
が
48
時

い
ま
す
。（
延
長
保
育
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。）

○
一
時
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
利
用
日
数
は
１
カ
月

12
日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

○
広
域
入
所
で
村
外
の
保
育
所
・

園
へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

既
に
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
現
在
入
所
中
の
お
子
さ
ん
も
申

請
が
必
要
で
す
。）

○
途
中
入
所
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
付
し
ま
す
。
入
所
希
望
の
前
月

10
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
保
育
所
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

　

幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
る
場
合

も
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
事
前

に
支
給
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
る

も
の
で
す
。）
通
常
は
、
幼
稚
園

を
経
由
し
て
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
不
明
の
場
合
は
役
場
生

活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
勤
務

の
都
合
な
ど
で
延
長
保
育
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
午
前
7
時
か
ら

午
後
7
時
ま
で
保
育
を
実
施
し
て

そ
の
他

間
以
上
の
場
合
）

②
妊
娠
・
出
産（
出
産
前
後
の
た
め
、

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
）

③
疾
病
・
障
害
（
児
童
の
保
護
者

が
病
気
、
負
傷
、
心
身
に
障
害
を

有
す
る
場
合
）

④
介
護
（
同
居
の
親
族
（
長
期
間

入
院
等
し
て
い
る
親
族
を
含
む
）

を
常
時
介
護
ま
た
は
看
護
し
て
い

る
場
合
）

⑤
災
害
復
旧
（
震
災
、
風
水
害
、

火
災
そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
当

た
っ
て
い
る
場
合
）

⑥
求
職
活
動
（
児
童
の
保
護
者
が

継
続
的
に
求
職
活
動
を
行
っ
て
い

る
場
合
）

⑦
就
学
（
児
童
の
保
護
者
が
就
学

の
場
合
）

⑧
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
等
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合

⑨
育
児
休
暇
取
得
時
に
既
に
保
育

を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て

継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑩
そ
の
他
、
上
記
に
類
す
る
と
認

め
る
場
合

保
育
所
入
所
の
認
定
基
準

申
請
書
受
付
日

申
請
書
配
布
期
間

平
成
27
年

1
月
9
日
㈮　

10
時
～
12
時

舟
橋
村
保
育
所
に
て

平
成
26
年

12
月
１
日
㈪
～
12
月
19
日
㈮

生
活
環
境
課　

　
　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

　

平
日　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

舟
橋
村
保
育
所

　
　

℡
４
６
４

－

１
１
１
４

　

平
日　

8
時
30
分
～
18
時
30
分

土
曜
日　
8
時
30
分
～
16
時
30
分

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
※
を
受

給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年

金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ

の
申
請
が
必
要
で
す
。
舟
橋
村
役

場
生
活
環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

♦
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

給
開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、

平
成
26
年
12
月
１
日
に
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
、
平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。

♦
平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
3

月
分
の
手
当
は
、
平
成
27
年
4
月

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す

詳しくは、舟橋村役場生活環境課へお問い合わせください。　問い合わせ先　生活環境課　℡４６４−１１２１

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺

族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る
場
合�

な
ど　

《参考：児童扶養手当の月額》
（平成26年 4月～）

・子ども１人の場合
全部支給：41,020円
一部支給：41,010円～ 9,680円

（所得に応じ決定されます）
・子ども２人以上の加算額
２人目：5,000円
３人目以降１人につき：3,000円

※受給している年金額については、
魚津年金事務所（0765-24-1464）
でご確認ください。

新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め

の
手
続
き

支
給
開
始
日

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら

大切な
お知らせです�
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障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域
や
職
場
・
学

校
な
ど
で
共
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
「
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
し
て
、
一
人
一
人
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
主
体
的
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
や
工
夫
で
、
そ

の
一
歩
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

★
目
が
不
自
由
な
方
は
、
ま
わ
り
の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

　

そ
の
人
の
「
目
」
に
な
る
気
持
ち
が
大
切
で
す

　

道
の
案
内
や
誘
導
を
す
る
時
は
、
具
体
的
な
言
葉
で
状
況

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

★
耳
が
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
、
目
か
ら
入
る
情
報
が
特
に
重

要
で
す

　
「
文
字
」
や
「
絵
」
で
気
持
ち
が
通
じ
ま
す

　

身
振
り
手
振
り
や
「
筆
談
」
で
伝
え
ま
し
ょ
う
。

★
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
方
に
は
、
気
づ
き
に
く
い
不
便
な
点

が
あ
り
ま
す

　

ど
ん
な
手
伝
い
が
必
要
か
、
ま
ず
聞
い
て
み
て

　

困
っ
て
い
る
場
面
を
見
か
け
た
ら
、
望
ま
れ
る
方
法
で
さ

り
げ
な
く
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

★
内
部
障
害
の
あ
る
方
に
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い

る
方
も
い
ま
す

　

マ
ナ
ー
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切
に

　

電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
目
に
見
え
な
い

障
害
の
こ
と
も
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

★
知
的
障
害
・
精
神
障
害
が
あ
る
方
は
、人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す

　

や
さ
し
い
気
持
ち
を
も
っ
て
、
話
し
か
け
て

　

何
か
を
た
ず
ね
ら
れ
た
時
に
は
、
ゆ
っ
く
り
、
て
い
ね
い

に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
３
日
㈬
〜
９
日
㈫
は

障
害
者
週
間
で
す

　北朝鮮当局による人権侵害問題に関
する国民の認識を深めるとともに、国
際社会と連携しつつ北朝鮮当局による
人権侵害問題の実態を解明し、その抑
止を図ることを目的として、平成 18
年 6 月に、「拉致問題その他北朝鮮当
局による人権侵害問題への対処に関す
る法律」が施行され、国及び地方公共
団体の責務等が定められるとともに、
毎年12月10日から同月16日までを
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とす
ることとされました。
　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的
課題であり、この解決を始めとする北
朝鮮当局による人権侵害問題への対処
が、国際社会を挙げて取り組むべき課
題とされる中、この問題についての関
心と認識を深めていくことが大切です。

（
啓
発
重
点
事
項
）

◦
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◦
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◦
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

◦
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
進

め
よ
う

◦
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う

◦
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

◦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◦
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◦
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

◦
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
そ
う

◦
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

◦
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◦
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

◦
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

◦
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

◦
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
に

取
り
組
も
う

（
電
話
相
談
）

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
）

大
人
用　

https://w
w
w
.jinken.go.jp/

soudan/PC
_A
D
/0101.htm

l

子
供
用　

https://w
w
w
.jinken.go.jp/

soudan/PC
_C
H
/0101.htm

l

◎
舟
橋
村
の
人
権
擁
護
委
員

竹
澤
瑞
子（
竹
内
）、
酒
井
幸
子（
舟
橋
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

北朝鮮人権侵害問題
啓発週間

12月10日〜16日

拉致問題その他北朝鮮当局に
よる人権侵害問題に対する認
識を深めよう

拉致問題対策本部
　HP � http://www.rachi.go.jp/
法務局人権擁護局
　HP � http://www.moj.go.jp/
　　　JINKEN/jinken103.html
上市警察署

舟橋村役場総務課

【
人
権
相
談
所
開
設
の
ご
案
内
】

日
時　

平
成
26
年
12
月
4
日
㈭

午
後
1
時
～
4
時

場
所　

舟
橋
会
館　

2
階
和
室

人
権
週
間
の
期
間
中
、
舟
橋
村
保
育
所

の
み
な
さ
ん（
年
長
児
）の
人
権
に
関

す
る
ぬ
り
絵
を
舟
橋
会
館
に
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
人
権
相
談
の
ご
案
内
】

　

毎
日
の
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
悩
み

事
が
あ
る
と
き
に
は
、
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
ま
た
は
富
山
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
富
山
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

所
在　

富
山
市
牛
島
新
町
11

－

7

（
富
山
合
同
庁
舎
2
階
）

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
で
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　
　
�
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
�

第66回
人権週間
（12月 4日～

12月10日）
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10月17日㈮

　10月は「シルバー人材センター事業普及啓発促進月
間」。第 3土曜日の10月18日は「シルバーの日」。これ
に合わせて、10月17 日に舟橋村シルバー人材センター
（野村 巖理事長）が、舟橋会館周辺の剪定・草刈・除草・
清掃の奉仕活動を実施しました。舟橋会館周辺は大変き
れいな環境に整備されました。

10
月
22
日
㈬

　

舟
橋
小
学
校
で
は
、
地
元
農

家
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
や

農
作
物
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
「
元
気
と
ふ

れ
あ
い
の
学
校
給
食
づ
く
り
事

業
」
を
実
施
、
各
種
の
食
育
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
で
、
子
供
た
ち
が
学
校

田
で
育
て
た
古
代
米
の
脱
穀
作

業
や
、
1
月
の
「
豆
腐
作
り
体

験
」
に
向
け
大
切
に
育
て
た
大

豆
の
脱
粒
作
業
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

千歯こきと足踏み脱穀機を使って脱穀作業

10月24日㈮
　

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
公
園

利
用
を
促
進
す
る
事
業
の
一

環
と
し
て
京
坪
川
河
川
公
園

で
野
点
茶
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
舟
橋
村
保
育
所
の
年
長

児
の
子
供
た
ち
が
お
点
前
を

披
露
。
芝
生
広
場
に
特
設
の

茶
席
が
つ
く
ら
れ
、
金
森
村

長
、
前
原
英
石
村
議
会
議
長

や
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
約
30

人
が
一
服
を
楽
し
み
ま
し
た
。

10月26日㈰

　

舟
橋
村
体
育
協
会
（
杉
田
勲
会
長
）

が
主
催
す
る
「
第
34
回
村
民
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
大
会
」
が
舟
橋
中
学
校
（
体
育
館
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
気
軽
に

体
を
動
か
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及

し
て
い
る
「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
」。
村
内

各
地
か
ら
男
子
の
部
に
は
8
チ
ー
ム
、

女
子
の
部
に
は
混
合
の
部
も
含
め
5

チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
選
手
の
皆
さ

ん
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　

男
子
の
部　

優
勝　

佛
生
寺

　
　
　
　
　
　

次
勝　

竹
鼻
団
地　

　

女
子
の
部　

優
勝　

東
芦
原

　
　
　
　
　
　

次
勝　

竹
鼻

最
優
秀
選
手

　

男
子
の
部　

野
村
暢
輝
（
佛
生
寺
）

　

女
子
の
部　

村　

八
千
代
（
東
芦
原
）

第34回村民ビーチボール大会開催

野
点
茶
会

開
催

舟
橋
小
学
校
で

農
業
体
験

舟橋村シルバー人材センター

奉仕活動実施
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富
山
県
消
防
協
会
中
新
川

地
区
合
同
秋
季
訓
練
が
上
市

町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
町
、
湯
上
野
地
内
で
の
火
災
発

生
を
想
定
し
た
、
舟
橋
・
上
市
・
立
山

の
各
消
防
本
部
、
消
防
団
に
よ
る
一

斉
放
水
、
そ
の
後
、
ポ
ン
プ
車
や
ホ

ー
ス
等
操
作
の
正
確
さ
や
速
さ
を
競

う
操
法
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舟
橋
村
消
防
団（
古
越
邦
男
団
長
）

は
、
大
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。
結

果
は
6
位
で
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し

ま
し
た
が
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　

舟
橋
中
学
校
で
中
新
川
防
犯
協
会
と
上

市
警
察
署
の
合
同
に
よ
る
「
地
域
安
全
の

つ
ど
い
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
の
目
的
は
、
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
心
の
大
切
さ
を
知
り
、
一
人
ひ
と

り
が
地
域
安
全
へ
の
考
え
を
深
め
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
つ
ど
い
で
は
、
上
市
警
察

署
管
内
の
小
中
学
生
・
一
般
の
方
に
募
集

し
た
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
優
秀
者
を
表
彰
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
富
山
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
舟
橋
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
の
共
演
も
あ
り
、
子

供
た
ち
は
迫
力
の
あ
る
バ
ン
ド
演
奏
を
楽

し
む
と
と
も
に
、
自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ

を
か
け
る
こ
と
な
ど
交
通
ル
ー
ル
や
、
防

犯
上
の

注
意
点

等
を
学

び
ま
し

た
。

　

舟
橋
村
保
育
所
の
年
中
児

の
子
供
た
ち
が
、「
ち
び
っ

こ
農
園
」
で
9
月
に
種
ま
き

を
し
た
大
根
を
収
穫
。
今
年

は
生
育
が
良
く
、
と
て
も
大

き
な
大
根
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
山
盛
り
い
っ
ぱ
い
運

び
ま
し
た
。
11
月
11
日
㈫
に

は
、
自
分
た
ち
で
い
ち
ょ
う

切
り
に
し
、
給
食
の
田
舎
汁

に
入
れ
て
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　富山県更生保護事業関係者顕彰式において、更生保護事業に協力され
た功績が認められ、越中舟橋ばんどり太鼓振興会（松田 勉会長）に感謝
状が授与されました。
　また、更生保護の活動に尽力され、その功績が認められた舟川智恵子
さん（国重）が日本更生保護女性連盟会表彰を受賞、松田千代美さん（稲
荷）に富山保護観察所長感謝状が授与されました。

10月26日㈰

富山県消防協会中新川地区合同秋季訓練

10月30日㈭

「地域安全のつどい 2014」開催
～地域の安全は地域で守ろう～

11月11日㈫

感謝状が授与された越中舟橋ばんどり
太鼓振興会会長松田勉さん（国重）

舟
橋
村
保
育
所

大
き
な
大
根
、

収
穫
！

11
月
5
日
㈬

富山県更生保護事業関係者顕彰式
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村
史
に
拾
う
⑦

　

舟
橋
村
の
人
口
は
、
最
近
の
二
十
年
間
で

倍
増
し
、
人
口
増
加
率
が
北
信
越
五
県
の
町

村
で
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
二
十
二

年
国
勢
調
査
）。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

新
し
い
住
宅
団
地
が
造
成
さ
れ
た
た
め
で
す

が
、
そ
れ
に
至
る
物
語
り
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
が
減
る
�

　

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
舟
橋
村
の
人
口
は

一
、四
〇
〇
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
五
年
に
年
間
の
出
生
者
数

（
生
ま
れ
た
子
供
の
数
）
は
八
人
と
な
り
、
若

年
人
口
の
減
少
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
ま
し

た
。
同
時
に
村
の
高
齢
化
率
も
上
昇
し
、
少

子
高
齢
化
の
際
立
っ
た
地
域
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
に
は
舟
橋
小
学

校
へ
の
入
学
者
は
六
名
と
な
り
、
全
校
児
童

も
九
五
名
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。（
平

成
元
年
に
は
九
九
名
）
一
学
年
に
一
学
級
を

保
つ
こ
と
も
難
し
く
な
り
、
今
後
の
村
の
発

展
・
活
性
化
が
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
。

為
は
原
則
と
し
て
抑
制
さ
れ
、
都
市
施
設
の

整
備
も
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
舟

橋
村
は
昭
和
四
十
五
年
度
に
「
富
山
・
高
岡

広
域
都
市
計
画
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
全
村

が
「
市
街
化
調
整
区
域
」
に
な
り
、
開
発
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
人
口
増
加
の
対
策
と
し
て
は
、

適
正
な
規
模
の
住
宅
団
地
を
造
成
し
、
若
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
村
に
呼
び
込
む
こ
と
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
舟
橋
村
は
富
山
市
に
隣
接
し
、

富
山
地
方
鉄
道
の
越
中
舟
橋
駅
も
あ
り
、
地

価
も
安
く
、
富
山
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
の
発
展
も
期
待
で
き
た
か
ら
で
す
。

全
国
初
の「
調
整
区
域
」見
直
し

　

昭
和
五
十
六
年
に
村
長
に
就
任
し
た
松
田

秀
雄
氏
は
、
村
長
自
ら
が
国
や
県
へ
何
度
も

ど
う
し
て
人
口
が
増
え
た
の
か
？

藤
谷
寿
美
夫
（
ふ
じ
た
に
す
み
お
）

現
在
、
富
山
県
立
呉
羽
高
校
勤
務
、
日
本

史
を
担
当
。
富
山
県
近
代
史
研
究
会
に
所

属
。「
国
重
も
の
が
た
り
」、「
養
照
寺
史
」

の
編
纂
、「
富
山
県
、
謎
解
き
散
歩
」
の

編
纂
に
も
関
わ
る
。
舟
橋
村
在
住
。

村
史
編
さ
ん
委
員　

藤
谷
寿
美
夫

足
を
運
び
村
の
現
状
を
訴
え
ま
す
。
粘
り
強

い
陳
情
が
実
っ
て
、
つ
い
に
昭
和
六
十
三
年

九
月
「
富
山
・
高
岡
広
域
都
市
計
画
地
域
」

か
ら
除
外
さ
れ
、
隣
接
す
る
立
山
町
と
と
も

に
「
立
山
舟
橋
都
市
計
画
区
域
」
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
厳
し
い

開
発
規
制
は
無
く
な
り
、
住
宅
団
地
や
工
業

団
地
の
誘
致
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。
全

国
で
も
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
の
除
外
は
こ

れ
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
当
時
の
新
聞
記
事

に
も
「
悲
願
が
実
り
…
」
の
見
出
し
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
で
は
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ

う
配
慮
し
た
形
で
の
住
宅
団
地
の
造
成
を
進

め
ま
す
。
平
成
元
年
の
東
芦
原
団
地
を
始
め

に
、
平
成
二
十
五
年
に
か
け
て
五
三
五
戸
の

宅
地
が
開
発
さ
れ
、村
の
人
口
も
三
、〇
〇
〇

人
を
超
え
て
倍
増
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二

年
の
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
増
加
率
が
北
信

越
五
県
の
市
町
村
で
一
位
と
な
り
、
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
道

路
・
上
下
水
道
の
他
、
舟
橋
会
館
や
舟
橋
図

書
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
京
坪
川
河
川
公
園

な
ど
の
施
設
も
整
備
さ
れ
、
住
宅
環
境
が
整

っ
て
き
た
の
で
す
。
若
年
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
小
学
校
・
中
学
校
の
増
改
築
も
進
め
ら

れ
、
多
く
の
若
者
が
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

多
方
面
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
村
史
現
代
編
に
て
）

�
市
街
化
調
整
区
域
除
外
の
取
組
み
�

「
市
街
化
調
整
区
域
」と
い
う
壁

　

な
ぜ
、
舟
橋
村
の
人
口
が
増
え
な
い
の
か
。

そ
れ
に
は
、
法
的
な
規
制
が
大
き
な
壁
と
な

っ
て
い
た
の
で
す
。
昭
和
四
十
三
年
に
国
が

制
定
し
た
「
都
市
計
画
法
」
は
都
市
が
無
秩

序
に
拡
大
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
で
す
。

都
市
が
無
秩
序
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
ス

プ
ロ
ー
ル
化
と
い
い
ま
す
が
、
こ
う
な
る
と
、

住
宅
が
無
計
画
に
広
が
り
、
道
路
や
下
水
道

な
ど
必
要
な
公
共
施
設
の
整
備
が
進
め
に
く

く
な
り
、
劣
悪
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
都
市
計
画
法
は
、
都
市
を
「
積
極
的
に

市
街
化
を
図
る
区
域
」
と
「
強
力
に
市
街
化

を
抑
制
す
る
区
域
」
と
区
分
し
、
こ
の
ス
プ

ロ
ー
ル
化
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
「
積
極
的
に
市
街
化
を
図
る
地
域
」を「
市

街
化
区
域
」
と
い
い
、「
強
力
に
市
街
化
を

抑
制
す
る
地
域
」
を
「
市
街
化
調
整
区
域
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
市
街
化
調
整
区
域
」

に
指
定
さ
れ
る
と
、
こ
の
区
域
で
の
開
発
行

平成元年に宅地造成された東芦原団地

舟橋村の人口と世帯数の推移

人口
世帯数
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“バンドリー”講座カレンダー（１２月）
講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン 親子・一般 4日㈭・11日㈭
18日㈭

19：45〜
21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ
スポーツ 年中・年長 3日㈬・10日㈬

17日㈬
17：00〜
18：00 舟橋村役場 3 階 2,000円/月

フラダンス 一 般 3日㈬・10日㈬
17日㈬

13：30〜
14：30 舟橋会館研修室4 500円/回

やさしいヨガ 一 般 2日㈫・9日㈫
16日㈫

10：00〜
11：00 舟橋会館大広間 300円/回

健康教室 一 般
5日㈮ 9：30〜

11：00
舟橋会館研修室4

200円/回
19日㈮ 舟橋会館調理室・和室

キンボール

小学生

3日㈬・10日㈬
17日㈬

18：30〜
20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
6日㈯・13日㈯ 14：30〜

16：30

中学生以上

3日㈬・10日㈬
17日㈬

18：30〜
20：30

6日㈯・13日㈯ 15：00〜
18：30

会員限定

〈問い合わせ先〉▲

バンドリー事務局
（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
TEL・FAX 464−1456（留守時、転送）
または090-3298-1456▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）
月〜金　8：30〜17：00　TEL 464−1126

キンボールスポーツ大会

No. 教室 日　　時 内　　容 定員 対　象 費　　用

① 親子ふれあいプール教室

水曜：1月21・28日、2月18・25日、
3月11・18日� 10:15～12:15

金曜：1月16・23日、2月6・20日、
3月6・20日� 10:15～12:15

親子のスキンシップを目的としたプール
教室です。親子での体操やプールプログ
ラムで、楽しい時間を過ごします。

各日
20組

6ヶ月～3歳
のお子様と保
護者

各日　1組1,080円（税込み）
※利用料別途大人380円、
小人110円必要

② 冬の短期水泳教室2014
3 日コース
12月23日㈫・25日㈭・26日㈮

8:50～10:00（体操含む）

冬場の運動不足解消！安心の泳力別練
習。水慣れ、初心者向け

60名 3歳～小学生 1名 4,320円
（プール利用料含む）

③ 女性限定短期水泳教室
月曜：1月19・26日、2月2・9・16・

23日、3月2・9・16日
13:30～14:45

健康づくり、肥満解消に水泳を！まずは、
水慣れ、浮き方、進み方、呼吸練習など。

各10人

18歳以上の
女性水泳初心
者

各 12,960円（税込み）
※毎回プール利用料
別途 380円必要

④
中高年からの
らくらく短期
水泳教室

水曜：1月14・21・28日、2月4・18・
25日、3月4・11・18日

13:30～14:45
木曜：1月15・22・29日、2月5・12・

19日、3月5・12・19日
13:30～14:45

中高年
水泳初心者

⑤ 成人短期水泳教室
月曜：1月19・26日、2月2・9・16・

23日、3月2・9・16日
19:15～20:30

仕事帰りの時間を利用して水泳にチャレ
ンジします。

18歳以上
水泳初心者

⑥ スイミングスクール体験

12月～3月に実施中の各スイミ
ングスクール（ジュニア、大人）
※ジュニアは、12月と2月のみ
　体験可能

各種スイミングスクールを体験していた
だきます。

各日 2
名程度

各スクールの
対象に準ずる

体験1回分1,080円（税込み）
と別途プール利用料（小人
110円、大人380円）※お一
人様一回のみの体験です。

常願寺ハイツ　冬の特別教室

問い合わせ先：常願寺ハイツスポーツ公園　℡ 462-1164　12月 3 日㈬ 13:30 から電話で予約受付　　申：①⑥は参加当日常願寺ハイツフロントで、参加
費をお支払いください。②は12月14日㈰、又は定員になり次第締め切らせていただきます。③④⑤は、教室開始日までに常願寺ハイツフロントで、参加
費を添えてお申し込みください。（申し込み順）※詳細はお問い合わせください。

日時　　12月20日（土）
8：30～（受付開始）

場所　　舟橋中学校 体育館

参加費等は、チラシを参照ください。
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在
宅
医
療
講
演
会

　
　
　

寝
た
き
り
や
が
ん
に
な
っ
た
時
、
住

　
　

み
慣
れ
た
自
宅
で
受
け
ら
れ
る
医
療
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
、
自
分
ら
し

い
人
生
の
最
終
章
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

平
成
26
年
12
月
20
日
㈯

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
所　

舟
橋
会
館　

2
階
研
修
室

内
容

　

講
演
「
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
く
安

　
　
　
　

心
し
て
暮
ら
す
に
は
」

　

講
師　

か
み
い
ち
総
合
病
院

内
科
部
長　

佐
藤
幸
浩
先
生　

　

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

お知らせ歳
末
消
防
警
戒
の
実
施

に
つ
い
て

通
常
警
戒
　
12
月
21
日
〜
27
日

特
別
警
戒
　
12
月
28
日
〜
31
日

　

年
末
年
始
は
、
例
年
火
災
の
多
発
期
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

慌
た
だ
し
い
中
で
も
、
よ
り
一
層
火
の
元

に
注
意
し
て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
取
り
扱
い
、

タ
バ
コ
の
火
の
始
末
な
ど
に
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
市
消
防
署
舟
橋
分
遣
所

　

℡
４
６
４

－

１
５
１
２　

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融

機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

日
時　

12
月
6
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

4
時（
受
付
1
時
～
）

会
場　

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル　
　

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
将
来
予
測
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
表
彰
式

◦
優
秀
活
動
事
例
発
表

　
　
　
　

株
式
会
社
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ

◦
講
演
「
と
や
ま
の
地
球
温
暖
化
」

　
　
　
　

富
山
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員　

初
鹿
宏
壮　

◦
環
境
イ
ベ
ン
ト

漫
才
コ
ン
ビ
「
母
心
」
に
よ
る
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
の「
母
心
相
談
所
」

富
山
県

地
球
温
暖
化
防
止
県
民
大
会

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」
で
す
。入場無料

保
育
所
バ
ザ
ー
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

去
る
10
月
18
日
㈯
、
舟
橋
村
保
育
所
で
バ

ザ
ー
を
開
催
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
多
く
の
献
品
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

保
育
所
父
母
の
会　

保
育
所
長

12
月
14
日
（日）
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

投
票
日
で
す

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

○
公
示
日
：
12
月
2
日
㈫

○
投
票
日
：
12
月
14
日
㈰

○
投
票
所
：
舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル

○
投
票
時
間
：
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

（
郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
ヶ
月
前
納
・

１
年
度
前
納
・
2
年
度
前
納
も
あ
り
、
大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

魚
津
年
金
事
務
所

℡
０
７
６
５

－

２
４

－

１
４
９
４　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

へ
の
お
知
ら
せ

　

住
宅
や
倉
庫
な
ど
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

・
登
記
の
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合

　
　

法
務
局
で
滅
失
の
登
記
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

法
務
局
よ
り
通
知
が
総
務
課
に
届
き
ま

す
の
で
そ
れ
を
受
け
て
処
理
を
い
た
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
登
記
が
12
月
末
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
家
屋
の
滅
失
届
を
総

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
登
記
の
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場
合

　
　

家
屋
の
滅
失
届
を
年
内
に
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
は
、

毎
年
１
月
１
日
で
す
の
で
、
年
の
途
中
（
2

月
や
3
月
）
で
、取
り
壊
し
し
た
場
合
で
も
、

4
月
か
ら
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１　

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

舟
橋
村
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

〔
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
〕

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
や
冠
婚
葬
祭
等
で
投

票
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▪
期
日
前
投
票
の
日
時
：
12
月
３
日
㈬
か
ら

12
月
13
日
㈯
ま
で
（
た
だ
し
、
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
12
月
７
日
㈰
か

ら
12
月
13
日
㈯
ま
で
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で

▪
期
日
前
投
票
の
場
所
：

舟
橋
村
役
場
１
階
総
務
課
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特　

典　

①
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
の
進
呈

②
会
員
証
の
発
行　

③
情
報
提
供

④
会
員
限
定
見
学
会

年
会
費　

①
個
人
会
員
１
、０
０
０
円

②
親
子
会
員
１
、５
０
０
円

③
法
人
会
員
１
０
、０
０
０
円

申
込
方
法　

Ｈ
Ｐ
又
は
募
集
チ
ラ
シ
裏
面
の

申
込
書
で
申
込
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　

総
務
企
画
部
企
画
課
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　

担
当　

℡
４
４
４

－

１
３
０
０

◦
詳
細　

Ｈ
Ｐ
又
は
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（
募
集
チ
ラ
シ
は
役
場
窓
口
に
あ

り
ま
す
）

◦U
RL　

http://w
w
w
.toyam

a-railw
ay.

jp/fanclub/

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
学
ぶ
。
世
界
が
変
わ
る
。

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
る
通

信
制
の
大
学
で
す
。

■
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
。
学
力
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
大
学
卒
業
（
学
位
取
得
）
や
資
格
取
得
を

目
指
せ
ま
す
。

■
多
彩
な
約
３
０
０
も
の
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。
学
ぶ
目
的
に

応
じ
て
選
択
で
き
ま
す
。

■
授
業
料
は
１
科
目
１
１
、０
０
０
円
。
負

担
が
少
な
い
授
業
料
が
魅
力
で
す
。

■
放
送
大
学
大
学
院
で
も
学
べ
ま
す
。（
博
士・

修
士
の
学
位
取
得
を
目
指
す
方
は
、
出
願

期
間
等
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
出
願
期
間

　

平
成
26
年
12
月
１
日
～

　
　
　

平
成
27
年
3
月
20
日
必
着

○
資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
先　

　

放
送
大
学
富
山
学
習
セ
ン
タ
ー

（
富
山
県
立
大
学
内
）

〒
９
３
９

－

０
３
１
１

射
水
市
黒
河
５
１
８
０

℡
０
７
６
６

－

５
６

－

９
２
３
０

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp/

あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

“
小
さ
な
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
、

大
き
な
夢
を
。”

　

～
建
設
産
業
は
循
環
型
社
会
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。～

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特

定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材
な
ど
）
の
「
分
別
解

体
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と

し
て
建
設
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限

ら
ず
、
一
般
家
屋

の
解
体
な
ど
の
際

に
は
、
業
者
に
適

正
な
分
別
解
体
・

再
資
源
化
を
促
す

な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

H
P

：http://w
w
w
.hrr.m

lit.go.jp/
gijyutu/fukusanbutu/

　

特
別
な
事
情
が
無
い
の
に
保
険
料
の
滞
納

が
続
く
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
給
付

が
差
し
止
め
に
な
る
場
合
や
、
利
用
者
負
担

が
1
割
か
ら
3
割
に
な
る
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

　

保
険
料
は
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

○
納
期
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送

さ
れ
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
徴
収
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

➡

○
1
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
が
一
旦
全
額
利
用
者
負
担
に

な
り
ま
す
。

➡

○
1
年
6
カ
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
一

時
的
に
介
護
給
付
費
が
差
し
止
め
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
滞
納
が
続
く
場
合
は
差
し

止
め
ら
れ
た
介
護
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納

分
を
控
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

➡

○
2
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
滞
納
し
て

い
る
期
間
の
長
さ
に
応
じ
て
、
一
定
期
間

保
険
給
付
の
割
合
が
9
割
か
ら
7
割
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
（
利
用
者
負
担
が
1
割
か

ら
3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
）
ほ
か
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

介
護
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と

ど
う
な
る
の
？

◆
12
月
の
介
護
保
険
料

（
65
歳
以
上
の
方
）　　
　
　

★
特
別
徴
収　

第
5
期
（
12
月
の
公
的
年
金

支
払
い
時
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。）

★
普
通
徴
収　

第
6
期
（
12
月
25
日
㈭
納
期

限
）（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方
は
、

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

介
護
保
険
課　

℡
４
６
４

－
１
３
１
６

ご
存
じ
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ
先

　

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

　

事
務
局

　
　
（
北
陸
地
方
整
備
局　

企
画
部　

技
術

　
　

管
理
課　

教
習
係
）

℡
０
２
５

－

２
８
０

－

８
８
８
０
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感
染
性
胃
腸
炎
に
注
意
！

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場
�

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
（
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
）
を
主
な
原
因
と
し
て

起
こ
り
、
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
流
行
す
る
代

表
的
な
感
染
症
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
症
状
や
予

防
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
症
状
】

原
因
と
な
る
病
原
体
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

腹
痛
、下
痢
、お
う
吐
、発
熱
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

【
予
防
対
策
】

①
石
け
ん
を
使
っ
て
手
洗
い
す
る
。
特
に
ト
イ
レ

の
後
、
調
理
や
食
事
の
前
に
は
十
分
に
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
。

③
家
庭
内
に
感
染
者
が
い
る
場
合
は
、
室
内
や
ト

イ
レ
を
十
分
に
消
毒
し
、
二
次
感
染
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

【
消
毒
液
の
作
り
方
】

～
台
所
用
塩
素
系
漂
白
剤
（
５
％
）
を

原
液
と
し
た
場
合
～

①
汚
染
が
ひ
ど
い
場
所
用

５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
キ
ャ
ッ
プ
２
杯

の
漂
白
剤
を
入
れ
、
水
で
希
釈
す
る
。

②
通
常
の
お
掃
除
用

２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
キ
ャ
ッ
プ
２
杯
分
の

漂
白
剤
を
入
れ
、
水
で
希
釈
す
る
。

※
漂
白
剤
の
使
用
に
よ
り
、
家
具
が
傷
ん
だ
り
、

金
属
が
錆
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
消
毒
後
、

水
で
洗
い
流
す
か
、
拭
き
取
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

テ
ー
マ

行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

1歳6か月児歯科健康診査
むし歯予防教室

◦12月、1月の1歳6か
月児健診対象の方
◦フッ素塗布希望の方

12月 1 日㈪ 午後1：10〜1：40 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、問診用紙を
ご持参ください

◦歯をみがいてきてください

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

12月 5 日㈮
午前9：00〜9：30 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方
以外は参加費が必要です

・詳細は、保健師までお問
い合わせください12月19日㈮

健 康 相 談
（担当：保健師・

管理栄養士）
相談を希望される方

12月 5 日㈮
午後5：00〜7：30

舟 橋 会 館

予約は不要です。お気軽に
お越しください

※26日は、「食事・栄養相談
日」です

12月19日㈮

12月12日㈮
午後1：00〜4：00

12月26日㈮

ちびっこひろば 生後3か月以上のお子
さんとその養育者の方 12月12日㈮ 午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

お気軽にお越しください
＊内容は、「おやつを作って
食べよう」です

乳幼児健康診査 ◦4か月児のお子さん
◦1歳6か月児のお子さん 12月17日㈬ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 12月17日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 12月17日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成23年8月生まれの
お子さん 12月25日㈭ 午後1：00〜1：30 上市町保健福祉

総合センター

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

水 痘 予 防 接 種
（水ぼうそう）

生後12か月〜36か月未満で、初回1回、追加1回を終了していないお子さん
特定対象者：3歳〜5歳未満で、接種歴・罹患歴ともに無いお子さん

（平成26年度のみ）

・乳児訪問等でお渡しした
接種券・予診票をご持参く
ださい

高齢者用肺炎球菌
予 防 接 種

・65・70・75・80・85・
90・95・100歳・101
歳以上の方

・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

10月 1日㈬〜 3月31日㈫ 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接
種券と個人負担金2,500円
を持参し、指定医療機関
で接種してください（生活
保護世帯は無料です）

インフルエンザ
予 防 接 種

・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

11月1日㈯〜12月26日㈮ 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接
種券と個人負担金1,200円
を持参し、指定医療機関で
接種してください（非課税
･生活保護世帯は無料です）

◆　健康診査・教室・予防接種等のお知らせ　◆

ほけんだより

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで　ＴＥＬ４６４－１１２１
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こんにち
は図書館です

おはなし会

新着図書

＊一般書
認知症ケアと予防に役立つ料理療法
―やる気と自信を呼び覚ます―� 湯 川 夏 子

山中伸弥先生に、人生と iＰＳ細胞について
聞いてみた� 山 中 伸 弥
下地先生の教え� 下 地 敏 雄

＊小説・エッセイ
３時のアッコちゃん� 柚 木 麻 子
億男� 川 村 元 気
となりの芝生� 伊集院　静
４　Ｕnique�Girls�―人生の主役になるための
63のルール―� 山 田 詠 美

＊児童書
鹿の王　上・下� 上橋菜穂子
うちは精肉店� 本 橋 成 一
マドレーヌとパリのふるいやしき

ジョン・ベーメルマンス・マルシアーノ
おめんです� いしかわ　こうじ

その他多数新着図書あります。

ＴＥＬ・ＦＡＸ４６３−５８３１
開館時間　平 日　10:00〜19:00（11月〜 3月は10:00〜18:00）

土・日　10:00〜17:00
休館日　　月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日

●イソップおはなし会
12月20日㈯　午後 2時より　2階談話室

●ちっちゃなちっちゃな おはなし会
12月14日㈰
12月21日㈰

午前11時より
１階絵本コーナー

亀
か め

井
い

陽
よ う

太
た

くん
（竹鼻）

香
か

川
が わ

稜
りよう

介
す け

くん
（東芦原）

髙
た か

嶋
し ま

祐
ゆ う

己
き

くん
（稲荷）

水
み ず

野
の

絆
と も

花
か

ちゃん
（稲荷）

11月に１歳 6か月児健康診査を受けたお友達

年末年始の休館のお知らせ
12月28日（日）～1月5日（月）

ガラス教室展が開催されました。
GALASS　FACTORY　K's　STUDIO
の受講生の作品約170点を展示しま
した。

11月6日（木）～
11月9日（日）
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日 月 火 水 木 金 土
1

燃やせるごみ
2

プラスチック製
容器包装

3

燃やせるごみ
4

燃やせないごみ
5

燃やせるごみ
6

7 8

燃やせるごみ
剪定枝回収

9

プラスチック製
容器包装

10

燃やせるごみ
11

びん・缶
12

燃やせるごみ
13

14 15

燃やせるごみ
16

プラスチック製
容器包装

17

燃やせるごみ
18

燃やせないごみ
19

燃やせるごみ
20

21 22

燃やせるごみ
剪定枝回収

23

天皇誕生日
24

燃やせるごみ
25 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

26

燃やせるごみ
27

28 29

燃やせるごみ
30

プラスチック製
容器包装

31

燃やせるごみ
1/1

元 旦
2 3

平成26年12月ごみ収集日表
ごみ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

◦問い合わせ先：生活環境課　TEL 464－1121◦

　※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
　※23日㈫の「プラスチック製容器包装」の収集はありません。

村の人口（11月1日現在）
前年同月

人口 3,077（± 0 ）3,066
男 1,493（＋ 2 ）1,491
女 1,584（− 2 ）1,575

世帯数 1,005（± 0 ）　 996
（　　）は前月比

編
集
後
記

　

色
鮮
や
か
に
紅
葉
し
て
い
た
街
路
樹
の
葉
も
徐
々
に

落
ち
、
12
月
、
師
走
、
い
よ
い
よ
冬
本
番
で
す
。

　

先
月
の
11
月
6
日
、
１
７
１
年
ぶ
り
の
名
月
「
後の

ち

の

十
三
夜
」
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
晩
、
何
も
知
ら
ず

に
、
な
ん
て
明
る
い
月
な
ん
だ
ろ
う
。
と
思
っ
て
い
た

ら
、
翌
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
ミ
ラ
ク
ル
ム
ー
ン
」
と
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
旧
暦
の
閏
月
は
3
年
に
1
度

あ
り
、
閏
9
月
が
入
っ
た
結
果
、
十
三
夜
が
2
回
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
12
月
に
は
冬
の
風
物
詩
「
ふ
た
ご

座
流
星
群
」
が
み
ら
れ
ま
す
。
14
日
が
も
っ
と
も
流
星

が
飛
ぶ
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
こ
ち
ら
も

ど
う
ぞ
。

　

今
年
も
1
ヶ
月
を

切
り
ま
し
た
。
も
う

す
ぐ
冬
至
で
す
。
体

調
管
理
に
は
気
を
つ

け
て
、
一
日
一
日
、

や
わ
や
わ
元
気
に
健

康
で
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。�

お
お支払は便利な
口座振替を

ご利用ください

　

広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ

に
／
お
く
や
み
」
欄
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、ご
本
人
・
ご
家
族
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
方

の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、届
出
の
際
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／

お
く
や
み
】
欄
に
つ
い
て

・
柳
瀬
圭
吾　

い
と　

舟
橋

・
秋
元　

朗　

雄
登　

竹
内

12
月
納
税

国
民
健
康
保
険
税�

６
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
期
分

水　

道　

料

　※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出してください。

「雪と汗のひとかき運動」
　富山県は、駅やバス停付近等、多くの方が利用される県道歩
道上にスコップを配置し、近隣の方や道行く方に除雪の協力を
お願いする「雪と汗のひとかき運動」を実施します。舟橋村で
は、越中舟橋駅前の歩道上にスコップ２基が配置されています
ので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

お問い合わせ
富山県立山土木事務所道路班� ℡４６３－６１６９
舟橋村役場生活環境課� ℡４６４－１１２１


